NICUから在宅移行期における母親の医療的ケア児に対するヘルスリテラシー獲得のプロセス調査 by 室加 千佳
    
 
NICU から在宅移行期における母親の医療的ケア児に対する  
ヘルスリテラシー獲得のプロセス調査  
 
室加千佳＊ , 1 ) 












プロセスの調査を目的とし、医療的ケア児と家族の QOL（Quality Of Life）の維持とス
ムーズな在宅生活の適応を目指すこととする。  
３．方法  
 児の選定基準として、過去に NICU 入院し、NICU から退院して 4 年未満の医療的ケ
ア児とした。ただし、生命危機の状態にある児（人工呼吸器を装着している児、医師よ
り在宅で看取りをするという方針を出されたターミナル期の児）は除くこととした。上
記の研究選定条件をもつ児を養育する母親 11 名を対象とし、NICU から在宅移行期にお
ける母親の医療的ケア児に対するヘルスリテラシー獲得のプロセスの調査をインタ
ビューにて実施した。質的記述的研究は、逐語録の記述文をコード化し、グループ化し、
サブカテゴリー、カテゴリーを生成し分析を行った。なお、本研究は、本学倫理審査委
員会の承認後、必要時には対象施設の倫理審査承認を得て研究を実施した。  
４．結果  
 NICU から在宅移行期における母親の医療的ケア児に対するヘルスリテラシー獲得の
プロセスとして、NICU 入院中と、NICU 退院後の在宅では、異なったプロセスを辿っ
ていたことが明らかとなった。  
５．考察  
 NICU から在宅移行期は混乱期に当たるため、母親の精神的状況を考慮しながら母親
の医療的ケア児に対するヘルスリテラシー獲得のプロセスを確認する必要性が推察され
た。また、本研究の結果から、必要な支援として、適切な時期と場所にて、専門家から
情報提供を行うことで、NICU から在宅移行期における母親の医療的ケア児に対するヘ
ルスリテラシー獲得がスムーズになされることが示唆された。  
